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外国産マツ属に対する現行立木材積表の

適合性について

山本俊明・和田茂彦
佐　野　宗　一

ま　え　が　き

　本研究は，現在わが国に導入育成されている外国産マッ属について林学各専門分野の研究者による

総合的解析ならびにそれによる育林技術の確立を目的とする研究の一環として行なわれたものである。

すなわちこれら外国産マッ属の生長経過と幹形の特性を明らかにし，また，それらの林分の現在量を

的確に把握する方法の一つとして，導入外国産マッ属の中では林業的に最も有望と考えられているテ

ーダマツ，スラツシュマツ，ストローブマツについて，現行立木材積表の適合性の検定を行ない，適

用不可能な場合は各樹種別あるいは樹種群別の材積表を調製することを試みたのである。なお，テー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つダーマツ，スラツシュマツの幼令木については，すでに報告したとおりであり，今回は，その後資料

収集を行なった，テーダマツの壮令木およびストローブマツの幼令木についての報告である。

　資料の収集にあたり御協力いただいた，京都大学農学部附属演習林，藤井禧雄，伊藤精曙（現在信

州大学）氏をはじめとする教官，職員の方々には深く感謝の意を表する。

資料と方法
　まず，テーダマツ壮令木については，1970年10月，熊本営林署管内，宇土市西木原国有林内の34年

生のテーダマツについて調査を行なった。この調査地は，標高約200m，平均傾斜約18°のほぼ西向

きの丘陵地にあり，土壌は深く，マツ林の成育に適しているものと考えられる。

　上記調査地の林木について，資料木として13本えらび伐倒し，区分求積を行なう一方，樹幹解析に

より1年，5年，10年，15年前の樹高，各断面の皮内直径を測定した。

　つぎに，ストm・一ブマツ幼令木については，1969年，10月長野県下伊那郡阿智村，飯田営林署管内

阿智国有林内の11年生ストu一ブマツについて調査を行なった。この調査地は，標高1100m，平均傾

斜40°の南面急斜地で，花闇岩の風化物が1m以上も厚く堆積し各所に崩壊地がある。

　これらの調査地の林木について，資料木として14本えらび伐倒し，区分求積を行なった。

　なお，胸高直径は，他の一連の研究とくに層別刈取りによる相対生長および生産構造解析に関する
のの

研究との関係上いずれも地上1．3mの高さの直径としたが，現行立木材積表の適合性の検定のために，

1．2mの直径もあわせて測定した。上記2調査地の現況については表一1，表一2に表すとおりであ

る。

表一1　　テーダマツ調査地の現況
1970年10月調査
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表一2　　テーダマツ，ストローブマツに対する材積表の適合性の検定
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　結　果

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4）5）
　テーダマツ壮令木については，単木の過去の資料を調整資料に供するため都築らの結果にもとずき

1年，5年，10年，15年前の皮内直径から皮付直径を推定する回帰式を求め，さらに棄却帯の計算を

行ない棄却後の資料を用いて次式のような適用回帰式を決定した。

　　　y＝O．0561＋1．0658X　　残差の百分率誤差　1．89％

　　　Y：皮付直径　　X：皮内直径

　しかるのち，上式により推定皮付材積を求め，実材積との間の適合性の検定を行なったところ，危

険率5％で両方の材積の間には，有意差が認められなかったので，推定皮付材積を追加資料とした。

これらの資料に対し既存の立木材積表の内，林野庁計画課編立木幹材積表一西日本編，九州地方アヵ

マツ（霧島地方除く）について適合性の検定を行なった．この材積表材積は次に示す材積式で算出さ

れたものである。

　　直径範囲　4～20（cm）の場合

　　　logv＝5．879100十1．88120610gd十〇．88548610gh

　　直径範囲　22（cm）以上の場合

　　　10gv＝5．8879199十1．882531510gd十〇．863174310gh

　また，ストローブマツ幼令木については，伐倒資料木の区分求積結果について，林野庁計画課編立

木幹材積表一東日本編，長野地方，アカマツ，カラマツについて適合性の検定を行なった。なお，比

較対照にカラマッをえらんだのは，今回の調査地に隣接して同令のカラマツ林が多くみられるので，

幹形，生産力の対比をするための資料を得る目的を同時に満足させようとしたのである。

　アカマツ，カラマツの材積はつぎの材積式によって算出されたものである。

　　アカマツ　　直径範囲　4～10（cm）の場合

　　　Iogv－＝5．7639十1．770010gd十1．098710gh

　　カラマツ　　直径範囲　2～10（cm）の場合

　　　logv＝5．77430十1．8738510gd十〇．9485210gh

　以上，適合性の検定の結果，表一3にしめすとおり，テーダマツ壮令木については，材積表の適合

度はきわめて悪いことがわかった。また，ストローブマッに対しては，アカマッ両材積表ともによく

適合するという結果が得られた。

表一3　　ストローブマツ調査地の現況

1969年10月調査
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表一4　テーダマツ材積表
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　これらのことは，ストローブマッの幼令木については，既存の立木材積表を適用することは妥当で

あるが，一方テーダマツ壮令木については，幼令木の場合と同様既存の立木材積表を適用することは

妥当でないということである。

　そして，適合しない理由としてマッ属のように材皮が厚く，しかも亀裂の多い樹種にあっては，樹

皮厚の測定誤差とか幹形の差異等が影響しているように考えられる。したがってより適合度の高いも

のを求めるために，ここでは，わが国で最もよく利用され，かつ適合度が高いとされている材積式

V　＝aDbHe（山本式）によって材積表を調製した。表一4にしめすとおりである。

　なお，この材積表の調製にあたっては，直径階範囲および資料数の都合により10cm直径級ごとに

わけると，資料がすくなすぎて推定に不都合となるので12cm以上を一括して計算をおこなった。な

お，材積式および残差の標準誤差は次のとおりである。

　　　10gv＝－4．175360十1．95666910gd十〇．85052110gh

　　標準誤差：7．66％

　これらの材積表は，かぎられた場所，かぎられた資料をもとに調製されたものであるから普遍性に

とぼしいかもしれないが，一応材積，生長量査定には充分役立つものと考えられる。もちろん今後，

わが国に導入後相当の年数を経て，林業的にも有望と考えられている外国産マッ属について，本邦産

マツ属との生長その他の比較をするためには，より広汎な地域から数多くの資料を収集し調査を行な
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わなければならないであろう。
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